
早
朝
の
作
業
に
ご
理
解
を

除
雪
の
出
動
基
準
は
概
ね
10
b

と
し
て
、

早
朝
４
時
こ
ろ
か
ら
出
動
し
ま
す
。
騒
音
や

振
動
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
へ
の
支
障
ば
か

り
で
は
な
く
、
交
通
事
故
に
つ
な
が
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
絶
対
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

故
障
な
ど
で
止
む
得
な
い
場
合
は
、
除
雪

車
や
ほ
か
の
車
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
取

り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
で
き
る
限
り
速
や
か

に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

自
宅
や
車
庫
出
入
口
に
車
両
用
ス
ロ
ー
プ

台
や
看
板
用
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
置
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。
作
業
の
支
障
や
事
故
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

車
道
や
歩
道
に
出
さ
れ
た
雪
が
よ
く
見
ら

れ
ま
す
。
車
道
や
歩
道
に
雪
が
出
さ
れ
る
と
、

わ
だ
ち
が
生
じ
て
ハ
ン
ド
ル
が
取
ら
れ
た
り
、

歩
行
者
（
多
く
は
子
ど
も
や
お
年
寄
り
）
が

車
道
を
歩
か
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、
危
険
な

事
態
に
つ
な
が
り
ま
す
。

除
雪
で
は
常
に
『
安
全
』
を
意
識
し
て
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
除
雪
車
は
音
も
大

き
く
、
後
方
な
ど
に
死
角
が
多
い
こ
と
か
ら

大
変
危
険
で
す
。
絶
対
に
近
寄
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。
特
に
子
ど
も
に
対
す
る
ご
指
導
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
排
雪
の
と
き
に
除
雪
車
に
向
っ
て

雪
を
出
す
こ
と
も
お
や
め
く
だ
さ
い
。
除
雪

車
に
近
づ
く
こ
と
に
な
り
、
大
変
危
険
で
す
。

ご
家
庭
や
事
業
所
敷
地
内
、
ま
た
は
指
定
の

雪
捨
て
場
（
場
所
は
図
の
と
お
り
）
に
搬
出

し
て
く
だ
さ
い
。
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除
雪
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

路
上
駐
車
は
や
め
て

道
路
に
物
を
置
か
な
い
で

歩
道
に
雪
を
出
さ
な
い
で

除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で

雪捨て場案内図

�

愛林のまち緑資源を守る推進事業において活用

問い合わせ先 産業振興課 林政グループ　†76－2151(内線257)

全国で唯一「愛林のまち」を宣言している津別町は、町の総面積716.60hの内、森林面積が約87％を占めて

います。

森林は、木材などの生産のほかに、水源を豊かにし、土砂災害を抑え、人の心を癒してくれるなど、人が生き

る環境をまもるためにさまざまな役割を果たしてくれています。

なかでも、定量的な評価が可能な「地球環境保全機能」「土壌保全、土砂災害防止機能」「水源かん養機能」

「保健・レクリエーション機能」の４つの機能だけで、年間約70兆円分の経済効果が見込まれます（日本学術会

議の試算）。

津別町においても、この豊かな森林の自然環境・資源の造成と保全に取り組んでいます。

特に、丸玉産業株式会社より平成20年度から継続していただいている寄附を原資とした「丸玉産業森づくり基

金」を造林、保育、野ねずみ駆除、林地流動化事業等に有効に活用しています。

丸玉産業森づくり基金として積立

丸玉産業株式会社よりの寄附

これまでの寄附の内容と基金の活用成果について、以下のとおり掲載します。 (単位＝円）

↓

↓

丸玉産業株式会社には毎年多額の寄附をいただいており、津別町表彰条例に基づき善行表彰を行っております。

本年度も11月３日文化の日に善行表彰の贈呈が行われました。

また、平成25年度からは他の団体等に対しても森づくり等への活用のための寄附を行っています。


